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—「土木技術者倫理」におけるダイバーシティ推進—

　
東京工業大学大学院 正会員 ○山田菊子

1. はじめに
土木分野においても，人材や競争力の確保を目的として，

女性の活躍推進を中心とした人材の多様性，すなわち「ダ
イバーシティ推進」が始まった．土木学会においても，ダ
イバーシティ推進を担う組織が小委員会から委員会に昇格
し，行動宣言の策定に取り組むなどの動きがある．これら
の動きはもっぱら行政や産業界において進んでいるが，今
後は教育の現場においても学生に対して指導が進められる
ことが期待される．
そこで本稿では，著者が担当した「土木技術者倫理」の

講義における「ダイバーシティ推進」の内容を授業実践報
告として紹介するとともに，その課題と展望を考察する．

2. 講義「土木技術者倫理」
「土木技術者倫理」の講義は「土木史・土木技術者倫理」
の後半の 8回として実施されている．3年次後期に開講さ
れ，工学部土木工学科の学部 3年生約 40名が受講する（表
–1）．学生のうち約 1割が女性である．
講義はワークショップと組み合わせて 2 回の構成とし，

2013年度，2014年度のそれぞれ後期に 2回連続で実施し
た．1回の講義時間は 90分である．2013年度に得た知見を
踏まえて，2014年度の講義の内容や構成を変更した．それ
ぞれの講義の比較を示す（表–2）．

3. 2013年度：技術者の多様性
2014年 12月に 2週連続で開講した．1回目は座学，2回

目はワークショップとして，座学の 4日後に開講された．
(1) 座学
「技術者の多様性とその価値を理解すること」をねらいと
した．企業経営におけるダイバーシティ推進について，マー
サージャパンら1)，谷口2)を参照し，「土木技術者の多様性」
に焦点を当て，ダイバーシティ推進の意味と取り組みのね
らい，土木分野におけるダイバーシティの進展を解説した．

表–1 講義「土木技術者倫理」の諸元
項目 内容
講義名 土木技術者倫理
実施機関 東京工業大学

対象コース・学年 土木工学科，学部 3年生
　受講者数 約 40名

Key Words: 技術者倫理，ダイバーシティ推進，授業実践，ワークショップ，女性技術者
〒 152-8552 東京都目黒区大岡山 2-12-1-M1-20

土木分野では，数あるダイバーシティの対象のうち，これ
までの取り組みが進まなかった女性技術者の増加について，
事例も示しつつ解説した．
(2) ワークショップ
「土木技術者倫理規定」（平成 11年制定）3)について，座
学で得た知見をもとに，問題点と改善点を抽出することを
課題とした．本講義の前々回に作成したレポートと座学で
の知見を参照して，ダイバーシティ推進の視点から問題点
と改善点の議論をすることを指示した．受講者を 6～7名か
らなる 6班に分け，45分間の議論と，その後，各班 7分の
発表をさせた．模造紙，付箋紙，筆記用具を与えたが議論
の進め方については指示しなかった．
(3) 成果と課題
座学の終了後，女性の受講者からは「女性が土木分野に

参画することの社会のメリットは何か」「女性が採用される
際に『逆差別』と思われるのは不本意である」などの，男
性の受講者からは「職場に妊婦がいる場合に必要な配慮は
何か」「『2020年 30%』（平成 15年 6月 20日男女共同参画
推進本部決定4)）という政府の目標は，女性の少ない業界
では無理があるのではないか」といった意見や質問があっ
た．ダイバーシティ推進が女性の問題であり，受講者の大
半を占める男性が「他人事」と捉えた可能性があることを
把握した．
ワークショップでは，書記役の受講者がノートPCで意見

のメモを取り始めるグループや，意見が出ない雰囲気とな
るグループもあるなど，意見を出し共有するワークショップ
の取り組みに不慣れである傾向が見られた．さらに意見の

表–2 各年度の講義の比較　
項目 2013年度 2014年度
実施日 2014年 1月 16，20日 2014年 12月 15，25日
ねらい 技術者の多様性 多様な価値観と意見の

価値
時間 座学 1時限 座学 0.5時限

WS 1時限 WS 1.5時限
テーマ等 土木技術者の倫理規定

の改善
まちづくり方針のキー
ワード検討

班の数 6 4

その他 — WSの実施方法につい
て指示

注：「WS」はワークショップ．1 時限は 90 分．
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多くは「多様な技術者」とは関連が少なく，受講者が「技
術者」であるとの認識を持たないことも推察された．

4. 2014年度：地域社会における多様性
2013年度の成果と課題を参考として，多様な価値観と意

見の価値を強調するとともに，ワークショップについて次
の各点を考慮することとした．
1. 十分な時間を確保する．
2. 具体的な実施方法を例示する．
3. 受講者が当事者意識を持てるテーマを設定する

(1) 座学
2013年度目の講義の半分の 45分とし，また，終了後に

続けてワークショップを開始した．ダイバーシティ推進の
対象が働く人や働き方であり，多様な価値観や意見により
よりよい組織運営を目的として実施されていること，土木
分野でも取り組みが始まっていることを紹介した．その際，
性別の問題と取られないこと，受講者も関係する課題であ
ることを理解させることに留意した．
(2) ワークショップ
大学の立地する地区（東京都目黒区緑が丘地区）のまち

づくりの基本理念のキーワードをテーマに検討することと
した．あわせて，受講者それぞれに学生，職員，住民の役
割を割り振ることで，当事者意識の醸成を図った（図–1）．
また，実施風景，カードソーティングの経過の 3枚の参考
写真と，手順及びブレーンストーミングの原則（図–2）を
示した．講義全体の目的を鑑み「役割に応じた倫理観によ
り行動する」ことも指示した．
(3) 成果と課題
2013年度に比べて付箋紙に記録される意見の数も多く，

活発な議論が行われた．ダイバーシティ推進の目的が「多
様な価値観や意見」を得てよりよい組織運営をめざすこと
であることを強調したこと，ワークショップの実施イメー
ジや手順を提示したこと，また，身近な地域を対象とした
課題を設定したこと，受講者それぞれの役割を指定したこ
となどによると考えられる．一方で，「まちづくり」の「基
本理念のキーワード」がどのようなものかの理解が十分で
はなく，それぞれの要求の列挙とグループ化に終わった班
もあった．いずれの班においても，意見の統一よりも，多
くの意見を出すことに注力したように見受けられた．

5. まとめ
「土木技術者倫理」の講義において「ダイバーシティ推

進」を取り上げる試みを報告した．初回にあたる 2013年度
の知見を踏まえ，2014年度にはダイバーシティ推進の本来
の目的を強調しつつ，議論テーマをより現実的なものにする

緑が丘地区のまちづくりの 
「基本理念」のキーワードを 

検討してください。
課題

設定

ねらい
身近な人の意見の違いと、 
違いの価値を体験しよう

みなさんは、 
キャンパスまちづくり委員会の委員です。

学生 職員 住民

図–1 ワークショップのねらいと課題（2014年度）

グループ分け

ブレーン 
ストーミング

分類・解釈

発表

✤ 数が勝負！ 
✤ 人の意見を聞く、否定しない 
✤ 人の意見を聞いて、新たな意見を出す 
✤ 意見を共有 
✤ 制限時間を守る

✤ 班長はファシリテーター 
✤ 役割（学生，職員，住民）を 
  割り振ります

✤ 班長が発表

役割に応じた 
倫理観で行動する

【第1日】

【第2日】

図–2 提示したワークショップ実施手順（2014年度）

ことを試み，一定の効果が得られることを確認した．まちづ
くりの現場を想定し役割を当てはめることについては，キャ
リア教育の一環としても役立つものと考えられる．今後は
「持続可能な開発のための教育 (Education for Sustainable

Development: ESD)」の先進事例5) などを参照としつつ，
土木工学科に適した講義メニューに発展させたい．
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